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第一部【企業情報】

第1 【企業の概況】

1 【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第3四半期
連結累計期間

第52期
第3四半期

連結累計期間
第51期

会計期間
自　2020年 4月 1日
至　2020年12月31日

自　2021年 4月 1日
至　2021年12月31日

自　2020年4月 1日
至　2021年3月31日

売上高 （千円） 11,042,763 10,671,573 15,906,872

経常利益 （千円） 137,424 277,351 331,491

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 124,192 205,746 173,277

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 116,208 152,261 218,797

純資産額 （千円） 12,133,767 12,129,554 12,215,632

総資産額 （千円） 16,014,768 16,400,417 18,163,940

1株当たり四半期（当期）純利益 （円） 18.26 30.71 25.49

潜在株式調整後1株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 17.91 30.07 24.98

自己資本比率 （％） 73.6 71.7 65.1

 

回次
第51期

第3四半期
連結会計期間

第52期
第3四半期

連結会計期間

会計期間
自　2020年10月 1日
至　2020年12月31日

自　2021年10月 1日
至　2021年12月31日

1株当たり四半期純利益 （円） 11.70 21.53

（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期首

から適用しており、当第3四半期連結累計期間及び当第3四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等につい

ては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

2 【事業の内容】

当第3四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第2 【事業の状況】

1 【事業等のリスク】

当第3四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大による事業への影響については、今後の状況を引き続き注視してまいりま

す。

 

2 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）財政状態及び経営成績の状況

当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進み新規感染者

数が抑えられていることなどにより、持ち直しが見られております。しかしながら新たな変異株の拡大が懸念さ

れていることで、依然として楽観視できない状況にあります。

建設業界におきましては、公共投資は引き続き底堅く推移し、民間の設備投資に回復基調があるものの、今後

も先行きの不透明感が拭えないことから、企業規模を問わず受注活動で競合が激化し、受注単価の下落を招いて

おります。併せて、建設資材価格の上昇を受け建設コストが高まってきたことなどで企業業績は厳しい状況にあ

ります。

このような状況のもと、当第3四半期連結累計期間の売上高は、大型物流施設の杭工事や大型電力施設などの地

盤改良工事が寄与したものの、杭材料の販売や地盤改良工事の中小案件で受注件数が減少したことなどから106億

71百万円（前年同期比3.4％減）となりました。また、利益につきましては、営業利益は2億38百万円（前年同期

比104.3％増）、経常利益は2億77百万円（前年同期比101.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2億5百

万円（前年同期比65.7％増）となり減収・増益となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期

首から適用しております。

 

当第3四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ17億63百万円減少し、164億円となりまし

た。これは主に電子記録債権が6億86百万円増加したものの、受取手形・完成工事未収入金及び契約資産等が17億

9百万円、未収入金が1億65百万円減少したことによるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ16億77百万円減少し、42億70百万円となりました。これは主に支払手

形・工事未払金等が15億81百万円減少したことによるものであります。また、純資産合計は、前連結会計年度末

に比べ86百万円減少し、121億29百万円となりました。これは主に利益剰余金が40百万円増加したものの、自己株

式が1億19百万円増加したことによるものであります。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①建設事業

建設事業は、大型物流施設の杭工事や大型電力施設などの地盤改良工事が寄与したものの、地盤改良工事の中

小案件で受注件数が減少したこと、また、杭材料の販売が減少したことなどから、売上高は104億96百万円（前年

同期比3.4％減）となりました。また、利益につきましては、売上高は減収となるものの大型工事で施工効率が高

まったことなどから工事利益率が改善し、セグメント利益は2億94百万円（前年同期比87.6％増）となりました。

なお、施工においては引き続き新型コロナウイルス感染症予防へ万全の体制を整え、安全と品質管理の徹底を

図ってまいりました。

②土木建築コンサルティング全般等事業

土木建築コンサルティング全般等事業は、主に設計業務に関する収入が増加したことにより、売上高は1億55百

万円（前年同期比0.6％増）、セグメント損失は62百万円（前年同期は43百万円の損失）となりました。

③その他の事業

その他の事業は、川崎市に所有している不動産の賃貸により、売上高は19百万円（前年同期比0.0％増）、セグ

メント利益は6百万円（前年同期比70.4％増）となりました。
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（2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状

況の分析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定について重要な変更を行っております。詳細

は、「第4　経理の状況　1　四半期連結財務諸表　注記事項　（会計上の見積りの変更）」に記載しておりま

す。

 

（3）経営方針・経営戦略等

　当第3四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第3四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

　当第3四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、15百万円であります。

　なお、当第3四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

3 【経営上の重要な契約等】

当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第3 【提出会社の状況】

1 【株式等の状況】

（1） 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,640,000

計 21,640,000

 

②【発行済株式】

種類
第3四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2021年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2022年2月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,694,080 7,694,080
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数

100株

計 7,694,080 7,694,080 － －

（注）1．2021年7月9日開催の取締役会決議により、譲渡制限付株式報酬として、2021年7月30日付で自己株式22,105

株を処分しております。

2．提出日現在の発行済株式のうち22,105株は、譲渡制限付株式報酬として、自己株式を処分した際の現物出資

（金銭報酬債権　19,629千円）によるものであります。

 

（2） 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（3） 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（4） 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年10月 1日～
2021年12月31日

－ 7,694,080 － 1,710,900 － 2,330,219

 

（5） 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（6） 【議決権の状況】

　当第3四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2021年9月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    2021年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 780,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,910,100 69,101 －

単元未満株式 普通株式 3,880 － －

発行済株式総数  7,694,080 － －

総株主の議決権  － 69,101 －

　（注）完全議決権株式（自己株式等）の自己保有株式に「株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）」が保有する

226,200株は含まれておりません。

 

②【自己株式等】

    2021年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社テノックス
東京都港区芝5-25-11 780,100 － 780,100 10.13

計 － 780,100 － 780,100 10.13

　（注）自己株式に「株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）」が保有する226,200株は含まれておりません。

 

2 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第4 【経理の状況】

1．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（1949年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

2．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期連結会計期間（2021年10月1日から2021年12

月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表につ

いて有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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1 【四半期連結財務諸表】

（1） 【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 8,335,688 8,299,836

受取手形・完成工事未収入金等 4,539,358 －

受取手形・完成工事未収入金及び契約資産等 － ※3 2,829,675

電子記録債権 632,470 1,318,605

未成工事支出金等 669,414 703,935

未収入金 ※2 437,634 ※2 272,028

その他 489,576 112,070

貸倒引当金 △1,694 △346

流動資産合計 15,102,448 13,535,805

固定資産   

有形固定資産 2,465,291 2,302,427

無形固定資産   

のれん 24,928 21,676

その他 28,654 21,321

無形固定資産合計 53,582 42,998

投資その他の資産   

その他 561,588 530,298

貸倒引当金 △18,970 △11,112

投資その他の資産合計 542,617 519,185

固定資産合計 3,061,492 2,864,611

資産合計 18,163,940 16,400,417
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 4,383,728 2,802,624

１年内返済予定の長期借入金 41,068 9,940

未払法人税等 11,044 89,288

未成工事受入金 157,916 －

契約負債 － 97,457

工事損失引当金 12,500 9,344

その他の引当金 106,663 32,540

その他 344,874 518,080

流動負債合計 5,057,794 3,559,275

固定負債   

長期借入金 192,924 29,820

退職給付に係る負債 496,290 497,319

引当金 56,494 62,613

その他 144,803 121,834

固定負債合計 890,513 711,588

負債合計 5,948,308 4,270,863

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,710,900 1,710,900

資本剰余金 2,397,716 2,447,772

利益剰余金 8,187,745 8,228,194

自己株式 △511,410 △630,443

株主資本合計 11,784,951 11,756,423

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 50,453 15,079

為替換算調整勘定 △7,957 △9,071

その他の包括利益累計額合計 42,496 6,008

新株予約権 94,210 91,045

非支配株主持分 293,973 276,076

純資産合計 12,215,632 12,129,554

負債純資産合計 18,163,940 16,400,417
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（2） 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第3四半期連結累計期間
(自　2020年 4月 1日
　至　2020年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年 4月 1日
　至　2021年12月31日)

売上高 11,042,763 10,671,573

売上原価 9,614,229 9,026,207

売上総利益 1,428,534 1,645,366

販売費及び一般管理費 1,311,767 1,406,862

営業利益 116,767 238,503

営業外収益   

受取利息 55 175

受取配当金 3,317 9,581

仕入割引 14,497 11,803

物品売却益 2,178 7,933

為替差益 － 4,791

その他 3,324 6,259

営業外収益合計 23,372 40,544

営業外費用   

支払利息 71 239

支払保証料 － 1,087

売上割引 597 －

為替差損 1,814 －

ゴルフ会員権売却損 － 142

その他 231 226

営業外費用合計 2,714 1,696

経常利益 137,424 277,351

特別利益   

固定資産売却益 2,699 12,699

投資有価証券売却益 － 1,235

特別利益合計 2,699 13,935

特別損失   

固定資産処分損 1,033 592

特別損失合計 1,033 592

税金等調整前四半期純利益 139,091 290,695

法人税等 27,834 101,945

四半期純利益 111,257 188,749

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △12,935 △16,997

親会社株主に帰属する四半期純利益 124,192 205,746
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【四半期連結包括利益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第3四半期連結累計期間
(自　2020年 4月 1日
　至　2020年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年 4月 1日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 111,257 188,749

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 6,435 △35,373

為替換算調整勘定 △1,483 △1,114

その他の包括利益合計 4,951 △36,488

四半期包括利益 116,208 152,261

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 129,144 169,258

非支配株主に係る四半期包括利益 △12,935 △16,997
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（「収益認識に関する会計基準」等の適用に伴う変更）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　また、この収益認識会計基準等の適用により、鋼管杭等の販売において、従来、顧客から受け取る対価につい

て、その総額を売上高として計上しておりましたが、当社が代理人に該当する場合は、顧客から受け取る額から

仕入先に支払う額を控除した純額を売上高として計上いたしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、重要な影響はないため、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。

　この結果、当第3四半期連結累計期間の売上高が294,077千円、売上原価が294,077千円それぞれ減少しておりま

すが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形・完成工事未収入金等」は、第1四半期連結会計期間より「受取手形・完成工事未収入金及び契約資

産等」に含めて表示し、「流動負債」に表示していた「未成工事受入金」及び「その他」に含まれる前受金は、

第1四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-2

項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりませ

ん。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年3月31日）第28-15項に定める

経過的な取扱いに従って、前第3四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

 

（「時価の算定に関する会計基準」等の適用に伴う変更）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

（工事進捗率の見積方法の変更）

　当社グループは、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識している杭工事において、完

成工事高及び完成工事原価の算出に用いる杭施工進捗率を杭の打設本数としておりましたが、第1四半期連結会計

期間より、杭の打設重量を基準とした杭施工進捗率に変更しております。

　この変更は、当社グループが請負う杭工事の内容が近年変化しており、杭の打設重量を基準とした杭施工進捗

率により算出した完成工事高及び完成工事原価が、より工事進捗の実態を反映できると判断したことによるもの

であります。

　これにより、従来の方法に比べて、当第3四半期連結累計期間の売上高が49,309千円減少し、営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益が9,419千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、「第4　経理の状況　1　四半期連結財務諸表　注記事項　（セグメン

ト情報等）」に記載しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第3四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方法によって

おります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

1　電子記録債権裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（2021年3月31日）
当第3四半期連結会計期間

（2021年12月31日）

電子記録債権裏書譲渡高 －千円 1,603千円

 

※2　ファクタリング方式により譲渡した売上債権の未収額

 
前連結会計年度

（2021年3月31日）
当第3四半期連結会計期間

（2021年12月31日）

未収入金 389,565千円 237,830千円

 

※3　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりで

あります。

 
前連結会計年度

（2021年3月31日）
当第3四半期連結会計期間

（2021年12月31日）

受取手形 －千円 8,422千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第3四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

 
前第3四半期連結累計期間
（自　2020年 4月 1日
至　2020年12月31日）

当第3四半期連結累計期間
（自　2021年 4月 1日
至　2021年12月31日）

減価償却費

のれんの償却額

387,248千円

－

352,185千円

3,251
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間（自　2020年4月1日　至　2020年12月31日）

1．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年6月26日

定時株主総会

（注）1

普通株式 117,418 17.00 2020年3月31日 2020年6月29日 利益剰余金

2020年11月12日

取締役会

（注）2

普通株式 75,976 11.00 2020年9月30日 2020年12月8日 利益剰余金

（注）1．配当金の総額は、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の導入において設定した株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金1,823千円を含めて記載しております。

2．配当金の総額は、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の導入において設定した株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金1,165千円を含めて記載しております。

3．資産管理サービス信託銀行株式会社は2020年7月27日付で株式会社日本カストディ銀行に商号変更しておりま

す。

 

2．基準日が当第3四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第3四半期連結累計期間（自　2021年4月1日　至　2021年12月31日）

1．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年6月29日

定時株主総会

（注）1

普通株式 96,158 14.00 2021年3月31日 2021年6月30日 利益剰余金

2021年11月12日

取締役会

（注）2

普通株式 69,138 10.00 2021年9月30日 2021年12月7日 利益剰余金

（注）1．配当金の総額は、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の導入において設定した株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金1,461千円を含めて記載しております。

2．配当金の総額は、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の導入において設定した株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金2,262千円を含めて記載しております。

 

2．基準日が当第3四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間（自　2020年4月1日　至　2020年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)1
 建設事業

土木建築コン

サルティング

全般等事業

その他の事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 10,868,830 154,654 19,279 11,042,763 － 11,042,763

セグメント間の内部　

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 10,868,830 154,654 19,279 11,042,763 － 11,042,763

セグメント利益又は損失

（△）
156,861 △43,956 3,861 116,767 － 116,767

（注）1．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

2．株式会社広島組を連結の範囲に含めておりますが、決算日が12月31日であり、2020年10月1日をみ

なし取得日としたため、当第3四半期連結累計期間の売上高及びセグメント利益又は損失の金額に

は、同社の経営成績は含まれておりません。

 

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

当第3四半期連結会計期間において、株式会社広島組の全株式を取得して連結子会社としたことにより「建

設事業」セグメントにおいてのれんの金額が26,012千円増加しております。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第3四半期連結累計期間（自　2021年4月1日　至　2021年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

(注)1

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)2
 建設事業

土木建築コン

サルティング

全般等事業

その他の事業 計

売上高       

顧客との契約から生じ

る収益
10,488,618 155,564 － 10,644,182 － 10,644,182

その他の収益 8,105 － 19,286 27,391 － 27,391

外部顧客への売上高 10,496,723 155,564 19,286 10,671,573 － 10,671,573

セグメント間の内部　

売上高又は振替高
－ 4,490 － 4,490 △4,490 －

計 10,496,723 160,054 19,286 10,676,063 △4,490 10,671,573

セグメント利益又は損失

（△）
294,271 △62,349 6,581 238,503 － 238,503

（注）1．セグメント売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。

2．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

3．「第4　経理の状況　1　四半期連結財務諸表　注記事項　（会計上の見積りの変更）」に記載の

とおり、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識している杭工事におい

て、完成工事高及び完成工事原価の算出に用いる杭施工進捗率を杭の打設本数としておりました

が、第1四半期連結会計期間より、杭の打設重量を基準とした杭施工進捗率に変更しております。

この変更は、当社グループが請負う杭工事の内容が近年変化しており、杭の打設重量を基準とし

た杭施工進捗率により算出した完成工事高及び完成工事原価が、より工事進捗の実態を反映でき

ると判断したことによるものであります。

これにより、従来の方法に比べて、当第3四半期連結累計期間の売上高が「建設事業」で49,309千

円減少し、セグメント利益が「建設事業」で9,419千円減少しております。

 

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

 
当第3四半期連結累計期間
（自　2021年 4月 1日
至　2021年12月31日）

一定の期間にわたり移転される財又はサービス

一時点で移転される財又はサービス

2,113,399

8,530,782

顧客との契約から生じる収益 10,644,182

（注）1．収益認識に関する会計基準の適用指針（企業会計基準適用指針第30号　2021年3月26日）第95項に定める代替的

な取扱いを適用することにより、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識している工事契約については、

一時点で移転される財又はサービスに含めております。

2．報告セグメント別に分解した収益については、「第4　経理の状況　1　四半期連結財務諸表　注記事項　（セ

グメント情報等）」に記載しております。
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（1株当たり情報）

　1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

 
前第3四半期連結累計期間
（自　2020年 4月 1日
至　2020年12月31日）

当第3四半期連結累計期間
（自　2021年 4月 1日
至　2021年12月31日）

(1) 1株当たり四半期純利益 18.26円 30.71円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 124,192 205,746

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
124,192 205,746

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,800 6,699

(2) 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益 17.91円 30.07円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 131 141

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後1株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）1株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後1株当たり四半期純利益の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数

については、従業員インセンティブプラン「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度の信託財産として、株式会社日

本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有している当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております（前第3

四半期連結累計期間106千株、当第3四半期連結累計期間202千株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

2 【その他】

　2021年11月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………………………………………… 69,138千円

（ロ）1株当たりの金額 ……………………………………… 10円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………… 2021年12月7日

（注）1．2021年9月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

2．配当金の総額は、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の導入において設定した株式会社日本カストディ銀

行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金2,262千円を含めて記載しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年2月14日

株式会社テノックス

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　 東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　美晃

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　圭司

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テノック

スの2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2021年10月1日から2021年12月31日

まで）及び第3四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テノックス及び連結子会社の2021年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の

結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）1．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

2．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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